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保
険
会
社
の
ニ
ー

保
険
会
社
の
ニ
ー

ズ
に
特
化

ズ
に
特
化

　「
Ｂ
Ｉ
Ｍ
ｓ
」
は
、
保
険

会
社
の
ニ
ー
ズ
に
特
化
し
た

シ
ス
テ
ム
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
。
顧
客
管
理
や
ク
レ
ー
ム

管
理
、
見
積
／
契
約
保
全
／

収
納
管
理
な
ど
保
険
業
務
の

核
と
な
る
機
能
に
最
先
端
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
適
用
す
る

こ
と
で
、
対
面
・
非
対
面
に

関
わ
ら
ず
、
商
品
を
販
売
・

保
全
す
る
上
で
必
要
な
共
通

機
能
を
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
実
装
し
、
短
期
間
で
低
コ

ス
ト
と
拡
張
性
を
実
現
す

る
。

　
主
な
特
徴
は
、
①
保
険
業

務
サ
ー
ビ
ス
を
追
求
し
た
Ｓ

Ｏ
Ａ
、
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ビ
ス

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
②
可
視

化
さ
れ
た
開
発
手
順
と
ビ
ジ

ネ
ス
ル
ー
ル
定
義
③
保
険
商

品
の
多
様
性
を
柔
軟
に
取
り

込
む
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
構
造
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
④
オ
ン
プ
レ

ミ
ス
型
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ

ス
（
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
）
型
の
ど
ち

ら
の
環
境
で
も
構
築
可
能
―

の
４
点
。

　
①
に
よ
り
、
保
険
業
務
の

要
と
な
る
処
理
フ
ロ
ー
や
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
を
、
そ
れ
ぞ
れ

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
構
造
の
コ
ン

ポ
ー
ネ
ン
ト
と
し
て
扱
う
こ

と
が
で
き
、
急
な
要
件
変
更

や
機
能
拡
張
に
も
柔
軟
に
対

応
す
る
。

　
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
に
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ

ー
タ
イ
ン
ト
ラ
マ
ー
ト
の

「
ｉ
ｎ
ｔ
ｒ
ａ
―
ｍ
ａ
ｒ
ｔ

　
Ａ
ｃ
ｃ
ｅ
ｌ
　
Ｐ
ｌ
ａ
ｔ

ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
」
を
採
用
。
ビ
ジ

ネ
ス
ロ
ジ
ッ
ク
を
作
成
す
る

「
Ｉ
Ｍ
―
Ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｃ
Ｄ
ｅ

ｓ
ｉ
ｇ
ｎ
ｅ
ｒ
」
に
よ
る
Ｓ

Ｏ
Ａ
・
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ビ
ス

定
義
の
可
視
化
と
、
同
社
の

ビ
ジ
ネ
ス
ル
ー
ル
エ
ン
ジ
ン

「
Ｂ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」
を
活
用
し
た

こ
と
で
②
を
可
能
に
し
て
い

る
。

　
③
に
関
し
て
は
、
保
険
商

品
モ
デ
ル
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
正
規
化
レ
ス
を
実
現
す

る
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
デ
ー
タ

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
よ
る
Ｎ
ｏ

Ｓ
Ｑ
Ｌ
（
Ｎ
ｏ
ｔ
　
Ｏ
ｎ
ｌ

ｙ
　
Ｓ
Ｑ
Ｌ
）
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
と
組
み
合
わ
せ
た
最
新
ア

ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
と
な
っ
て

い
る
。

　
そ
し
て
④
は
、
従
来
の
オ

ン
プ
レ
ミ
ス
型
だ
け
で
な

く
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

（
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
）
型
を
利
用
し

た
場
合
で
も
問
題
な
く
構
築

す
る
こ
と
が
可
能
だ
。

　
Ｂ
―
Ｐ
ｒ
ｏ
ｓ
ｔ
の
菊
川

智
専
務
取
締
役
は
「
『
Ｂ
Ｉ

Ｍ
ｓ
』
は
保
険
会
社
が
保
険

販
売
を
行
う
シ
ス
テ
ム
フ
レ

ー
ム
ワ
ー
ク
と
し
て
必
要
な

機
能
を
網
羅
し
て
い
る
が
、

少
短
会
社
向
け
に
は
必
要
な

機
能
を
選
択
し
て
実
装
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
す
で
に
稼

働
中
の
シ
ス
テ
ム
や
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
に
Ａ
Ｐ
Ｉ
連
携
す
る

こ
と
で
、
よ
り
相
互
運
用
性

を
高
め
た
利
用
が
可
能
だ
」

と
話
す
。

保
険
業
務
の
シ
ス

保
険
業
務
の
シ
ス

テ
ム
化
を
実
現

テ
ム
化
を
実
現

　
大
同
火
災
の
１
０
０
％
子

会
社
で
あ
る
大
同
火
災
Ｗ
ｉ

Ｌ
少
額
短
期
保
険
は
、
大
同

火
災
グ
ル
ー
プ
の
デ
ジ
タ
ル

チ
ャ
ネ
ル
と
し
て
、
ス
マ
ホ

・
モ
バ
イ
ル
端
末
か
ら
保
険

契
約
手
続
き
や
事
故
報
告
な

ど
を
行
う
ス
キ
ー
ム
を
構
築

し
て
い
る
。
そ
の
基
幹
シ
ス

テ
ム
に
採
用
さ
れ
た
の
が
、

Ｂ
―
Ｐ
ｒ
ｏ
ｓ
ｔ
が
提
供
す

る
「
Ｂ
Ｉ
Ｍ
ｓ
」
だ
。

  

同
社
は
大
同
火
災
Ｗ
ｉ
Ｌ

少
額
短
期
保
険
の
提
示
し
た

シ
ス
テ
ム
開
発
の
条
件
を
ク

リ
ア
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
他
の
少
短
会
社
設
立
に

伴
う
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
お
い
て
短
期
間
か
つ
低
コ

ス
ト
で
開
発
し
て
き
た
実
績

と
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
っ
た
こ

と
、
ま
た
、
大
同
火
災
の
契

約
者
向
け
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
マ
イ
ペ
ー
ジ
）
の
構
築
実

績
も
考
慮
さ
れ
、
導
入
に
至

っ
た
と
い
う
。

　
開
発
に
当
た
っ
て
は
、
保

険
商
品
の
概
要
と
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
要
件
か
ら
推
察
し

て
業
務
と
シ
ス
テ
ム
化
の
要

件
を
整
理
・
作
成
し
、
ア
ジ

ャ
イ
ル
開
発
を
推
進
。
週
１

～
２
回
の
会
議
を
通
じ
て
要

望
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
進
捗
状

況
の
報
告
を
行
う
と
と
も

に
、
同
社
か
ら
も
積
極
的
に

改
善
提
案
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
進
め
た
。

　
大
同
火
災
Ｗ
ｉ
Ｌ
少
額
短

期
保
険
は
「
Ｂ
Ｉ
Ｍ
ｓ
」
の

採
用
に
よ
り
、
契
約
管
理
、

収
納
管
理
、
代
理
店
管
理
、

損
調
管
理
、
保
険
金
支
払

い
、
出
再
管
理
、
決
算
な
ど

の
保
険
業
務
の
シ
ス
テ
ム
化

を
実
現
し
た
。

　
ま
た
、
顧
客
は
連
携
す
る

不
動
産
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
グ
ー
ホ
ー
ム
」
で
賃
貸
借

契
約
を
締
結
し
た
後
、
ス
マ

ホ
・
モ
バ
イ
ル
端
末
か
ら
保

険
の
契
約
手
続
き
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

際
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
連
携
に
よ
り
借

用
住
宅
の
所
在
地
が
保
険
申

し
込
み
画
面
へ
反
映
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
契
約
プ
ラ
ン
の

選
択
、
氏
名
、
電
話
番
号
の

入
力
、
払
込
方
法
（
ク
レ
カ

払
い
・
コ
ン
ビ
ニ
払
い
）
の

選
択
を
行
う
だ
け
で
申
し
込

み
が
完
了
す
る
。
ス
マ
ホ
・

モ
バ
イ
ル
端
末
か
ら
契
約
内

容
の
照
会
や
変
更
手
続
き
、

事
故
連
絡
、
保
険
金
請
求
手

続
き
も
可
能
だ
。

　
一
方
、
代
理
店
は
保
険
契

約
手
続
き
の
際
の
重
要
事
項

説
明
や
保
険
料
の
徴
収
、
書

類
の
授
受
・
郵
送
手
配
な
ど

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
た
。
ま

た
、
代
理
店
か
ら
も
ス
マ
ホ

・
モ
バ
イ
ル
端
末
か
ら
事
故

連
絡
や
そ
の
証
拠
写
真
・
必

要
書
類
（
見
積
も
り
や
領
収

証
な
ど
）
の
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
松
村
社
長
は
「
関
係
当
局

へ
の
認
可
手
続
き
と
並
行
し

て
シ
ス
テ
ム
構
築
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
こ
れ
ま

で
紙
で
行
っ
て
い
た
各
種
業

務
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
全
く
異

な
る
ス
キ
ー
ム
に
な
る
こ
と

か
ら
、
実
績
が
あ
る
Ｂ
―
Ｐ

ｒ
ｏ
ｓ
ｔ
の
サ
ポ
ー
ト
は
心

強
か
っ
た
。
代
理
店
開
拓
時

の
不
動
産
会
社
へ
の
説
明
を

行
っ
た
際
に
、
シ
ス
テ
ム
の

操
作
性
や
利
便
性
は
非
常
に

好
意
的
に
受
け
取
っ
て
も
ら

っ
て
い
る
」
と
強
調
す
る
。

　
大
同
火
災
Ｗ
ｉ
Ｌ
少
額
短

期
保
険
で
は
、
今
後
の
決
算

業
務
や
契
約
更
新
手
続
き
業

務
な
ど
に
備
え
て
業
務
効
率

化
を
推
進
し
な
が
ら
、
基
幹

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
機
能

強
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
と

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
基
幹
シ
ス
テ
ム
構

築
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

し
た
菊
川
専
務
取
締
役
は
、

「
顧
客
も
代
理
店
も
使
い
勝

手
が
良
い
シ
ス
テ
ム
に
な
る

よ
う
、
そ
こ
に
こ
だ
わ
っ
て

取
り
組
ん
だ
。
今
後
も
要
望

に
対
し
て
柔
軟
に
対
応
し
て

い
き
た
い
」
と
語
る
。

少額短期保険会社向けの「ＢＩＭｓ」構成イメージ

保
険
業
界
で
の
実
績
と
ノ
ウ
ハ
ウ
が
評
価

大
同

火
災 

Ｗ
ｉ
Ｌ
少
短 

の
基
幹
シ
ス
テ
ム
に
採
用

　
保
険
業
務
に
精
通
す
る
業
界
特
化
型
の
プ
ラ
イ
ム
ベ
ン
ダ
ー
で
あ
る
㈱
Ｂ
―
Ｐ
ｒ
ｏ
ｓ
ｔ
（
東
京
都
港

区
、
魚
住
憲
治
社
長
）
が
提
供
す
る
最
先
端
保
険
シ
ス
テ
ム
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
「
Ｂ
Ｉ
Ｍ
ｓ
（
ビ
ー
ム

ス
）
」
が
、
大
同
火
災
Ｗ
ｉ
Ｌ
少
額
短
期
保
険
（
沖
縄
県
那
覇
市
、
松
村
幸
司
社
長
）
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
に

採
用
さ
れ
た
。
保
険
業
界
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
実
績
と
ノ
ウ
ハ
ウ
が
評
価
さ
れ
て
導
入
に
至
っ
た
も
の

で
、
大
同
火
災
Ｗ
ｉ
Ｌ
少
額
短
期
保
険
の
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ー
ム
を
構
築
し
た
。
「
Ｂ
Ｉ
Ｍ
ｓ
」
は
保
険
会
社

が
保
険
販
売
を
行
う
シ
ス
テ
ム
と
し
て
必
要
な
機
能
を
網
羅
し
て
い
る
が
、
少
短
会
社
向
け
に
は
必
要
な
機

能
を
選
択
し
て
実
装
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
い
う
。

Ｂ―Ｐｒｏｓｔ
最先端保険システムフレームワーク

大同火災ＷｉＬ少短の松村社長

菊川専務取締役


